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【著者】吉川祐介（よしかわ・ゆうすけ）
1981年、静岡市生まれ。千葉県横芝光町在住。
2017年にブログ「URBANSPRAWL──限界ニ
ュータウン探訪記」を開設。千葉県北東部の限界
分譲地をたずね歩き、調査を重ねてブログに記事
を執筆してきた。2022 年よりYouTube にて「資
産価値 ZERO ──限界ニュータウン探訪記」を配
信。現在 500万再生、チャンネル登録６万人。
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限界ニュータウン
荒廃する超郊外の分譲地
著●吉川祐介　定価●本体1,800円＋税
四六判・並製／240 ページ／ ISBN 978-4-8118-0850-5　C0052

千葉県の北東部に多く存在する「限界ニュータウン」と呼ばれる分
譲地。道路は狭く、アクセスする公共交通手段もなく、上下水道な
し──買う人もなく、売れない分譲区画は荒れ地化していく。 
そのような限界ニュータウンに赴き、その現状を辿ってきた著者が、
限界ニュータウンの誕生をひもとき、その利活用を考える。

縮小する都市の周縁に残る地価高騰時代の
徒
あだ

花
ばな

を、体を張ってたずね歩く。
ネットで注目を集める新進の著者の初単著。

目次より……

1章 限界ニュータウンとはなにか
交通利便性ゼロの立地/悩ましい水道・ガス問題 /空き地に立つ謎の看板

2 章 限界ニュータウンで暮らす
物件選び/ 暮らしの利便性をめぐって/住んでわかった特異な事情

3 章 限界ニュータウンを活用する
親子二代の活用リレー/限界別荘地への定住/限界ニュータウンで小屋暮らし

今月より
『プレジデント
オンライン』
に連載開始


